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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公表番号】特表2007-516833(P2007-516833A)
【公表日】平成19年6月28日(2007.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2007-024
【出願番号】特願2006-547191(P2006-547191)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｂ０５Ｂ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｂ   7/08    　　　　
   Ｂ０５Ｂ   7/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月14日(2007.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体スプレーガンであって、
　出口端を有するノズル部分を含む本体アセンブリであって、該ノズル部分が、入口端か
ら該ノズル部分の該出口端を通って開口する出口端まで延在する液体通路を有する、本体
アセンブリを備え、
　該本体アセンブリが、入口端から該ノズル部分の該出口端における出口端まで延在する
第１空気通路を有し、該第１空気通路の該出口端が、該液体通路の該出口端の周囲に延在
し、かつ、該液体通路の該出口端から流出する液体に対し空気を大気圧よりも高い圧力下
で向けることにより、該液体を、軸を中心に略円錐状の流れになるように形成しながら、
該ノズル部分の該出口端から離れる方向に推進するような形状を有し、
　該本体アセンブリが、該軸の両側において該ノズルの該出口端を越えて突出するホーン
を含み、
　該本体アセンブリが、入口端から、該ノズルの該出口端から該ホーンに沿って間隔が空
けられかつ該軸の両側に面している出口通路および開口まで延在する第２空気通路を有し
、該出口通路および開口が、該第２空気通路を流れる空気を、該第１空気通路を流れる空
気によって形成される液体の流れの両側に対し、大気圧より高い圧力下で向けることによ
り、その液体の流れを幅広に引き延ばされた流れに形成し直すような形状を有し、
　該液体スプレーガンが、大気圧より高い圧力下で空気供給源に接続されるように構成さ
れた入口開口を含む貫通空気分配通路と、第１空気出口開口および第２空気出口開口と、
該空気分配通路の該第１空気出口開口および該第２空気出口開口を通る該空気の流れを別
々に調節する手段と、該空気分配通路の該第１出口開口および該第２出口開口を通る空気
の流れを停止しまたは可能にする手動操作手段と、を有するプラットホーム部分をさらに
有し、
　前記プラットホーム部分および前記ノズル部分が、該空気分配通路の該第１空気出口開
口および該第２空気出口開口が該第１通路および該第２通路の該入口端と連通するように
、該ノズル部分を該プラットホーム部分に着脱可能に取り付ける手動操作手段を有する、
液体スプレーガン。
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【請求項２】
　前記プラットホーム部分が、互いに反対側の内面および外面を有する支持壁と、該内面
と該外面との間で該支持壁を通る開口とを有し、該ノズル部分が、該ノズル部分の該出口
端の反対側における接触面から延びる突起を有し、該接触面が、該突起が該支持壁を通る
該開口に受容されたときに該外面に接し、該突起の遠位端が該支持壁の該外面を越えて突
出し、該突起の該遠位端が横方向溝を有し、該手動操作手段がさらに、該遠位部分から手
動で取り除かれるように構成された該横方向溝に離脱可能に係合される掛止部材を有し、
　前記掛止部材が、（１）前記プラットホーム部分に係合するように前記突起を保持しそ
れにより前記ノズル部分を保持するように該突起が完全に前記開口にある場合、該掛止部
材の一部が前記横方向溝の一部に配置される係合位置と、（２）該掛止部材を、該掛止部
材と該掛止部材をその係合位置に付勢するフレームとの間のばねの付勢に対して手動で摺
動させることができ、該突起より大きい該掛止部材を通る開口が、該ノズル部分が該プラ
ットホーム部分に着脱可能であるように該突起と位置合せされる解放位置との間で、該開
口を横切る摺動移動のために該プラットホーム部材のフレームに取り付けられ、
　前記掛止部材が、前記ノズル部分が前記プラットホーム部分に取り付けられている際に
前記突起が該掛止部材と接触したときに、前記係合位置から前記解放位置まで該掛止部材
を移動させるように構成されたカム面を有する、請求項１に記載の液体スプレーガン。
【請求項３】
　前記出口通路および開口が、第１および第２の対向する前記ホーンの出口通路および開
口対を備え、該出口通路および開口の第１対が、各々、前記軸に対して直角な方向に約０
．３９ｃｍの幅と、該軸に対して平行な方向に約０．８９ｃｍの深さと、を有し、前記ノ
ズル部分の前記出口端から約０．６４ｃｍの間隔が空けられ、該出口通路および開口の第
２対が、各々、該軸に対して直角な方向に約０．４２ｃｍの幅と、該軸に対して平行な方
向に約０．１３ｃｍの深さと、を有し、該ノズル部分の該出口端から約０．８９ｃｍの間
隔が空けられる、請求項１に記載の液体スプレーガン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　プラットホーム部分４０は、「ＨＶＬＰ重量供給式スプレーガン」（ＨＶＬＰ　Ｇｒａ
ｖｉｔｙ　ｆｅｅｄ　ｓｐｒａｙ　ｇｕｎ）という商品名でミネソタ州ミネアポリスのグ
ラコ（Ｇｒａｃｏ（Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ，ＭＮ））から販売されている金属スプレー
ガンを変更し、フレーム４１に、上述したラッチ部材５５を取り付ける部分４１ａを追加
し、フレーム４１に、ノズル部分１４の接触面５３と密封係合するような形状を有する外
面５０を提供するプレート５８であって、第１空気出口開口４３および第２空気出口開口
４４が形成されるプレート５８を追加することによって、作製することができる。第２空
気出口開口４４は、ノズル部分１４の第２空気通路２６の入口端２７にある突出する管状
部分５９を密接に受容するように構成されたソケットによって画定される。プレート５８
は、ノズル部分１４をプレート５８に配置するのに役立つようにノズル部分１４の突起５
７を密接に受容するように構成された開口７１を有し、かつその周縁部に、ノズル部分１
４の周縁部で突出リップ６８と密封係合して受容されるように構成された溝６９を有する
。
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